
《今月の海上安全標語》 ～ 「夏でも冬支度 晴れでも雨支度」 ～
落水時におけるハイポサーミア（低体温症）は危険です。
暑くても長袖を着ることで防ぐことが出来ますし、日焼けによる疲労感も違います。

では、今月も安全操業で！උ͑· ΐ͠͏ ʂ  夏Ͱもౙの ࢧ度を͠උ͑· ΐ͠͏ ʂ  夏Ͱもౙの ࢧ度を͠
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様
々
な
情
報
が
簡
単
に
手
に
入
る
時
代
で
す
が
、
例
え
ば
明
石
大
橋

を
通
行
中
、
橋
の
下
を
通
っ
て
い
る
大
型
船
の
名
前
や
行
き
先
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
“
ラ
イ
ブ
船
舶
マ
ッ
プ
”
と
検
索
す
る
と
、
世

界
中
の
航
行
し
て
い
る
大
型
船
の
名
前
や
行
き
先
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
、
行
き
交
う
海
上
の
船
を
眺
め
、
ス
マ
ホ
等
の
画
面
を
並
べ
見
る
と
飽
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
た
も
の
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
（A

utom
atic Identification System

）

と
は
周
囲
の
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
船
同
士
や
海
上
保
安
庁
の
組
織
で
あ
る
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー（
マ
ー
チ
ス
）

と
の
間
で
、
各
船
の
識
別
番
号
、
船
名
、
船
位
、
対
地
速
度
、
行
き
先
等
に
つ
い
て
Ｖ
Ｈ
Ｓ
電
波
を

利
用
し
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
船
同
士
の
衝
突
防
止
等
に
役
立
て
ら
れ
る
も
の

で
、
５
０
０
ト
ン
以
上
の
貨
物
船
や
旅
客
船
等
に
は
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
設
置
義
務
の
な
い
漁
船
等
の
小
型
船
舶
に
も
簡
易
型
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
設
置
可
能
で
、

海
上
交
通
の
輻
輳
す
る
海
域
で
、
簡
易
型
Ａ
Ｉ
Ｓ
を
漁
船
に
設
置
し
安
全
操
業
に
活
用
し
よ
う
と
い

う
試
み
が
あ
り
ま
す
。
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会
に
よ
り
、明
石
海
峡
で
も
地
元
漁
業
者
の
協
力
で
、

有
効
性
を
確
認
す
る
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
試
験
に
あ
た
り
、
位
置
情
報
の
送
信
間
隔
等

の
技
術
的
な
問
題
、
操
業
の
情
報
の
秘
匿
な
ど
の
運
用
上
の
問
題
な
ど
、
課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

大
型
船
に
漁
船
の
存
在
を
正
確
に
知
ら
せ
避
航
を
促
し
た
り
、
相
手
船
と
の
接
近
等
の
見
張
り
補
助

と
し
て
ア
ラ
ー
ム
を
活
用
す
る
な
ど
操
業
安
全
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
実
際
に
Ａ

Ｉ
Ｓ
を
設
置
し
た
場
合
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ッ
タ
ー
画
面
上
に
Ａ
Ｉ
Ｓ
情
報
を
表
示
す
る
こ
と
で
、
前

述
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
よ
り
実
用
的
と
な
る
よ
う
で
す
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
日
常
の
安
全
確
認
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
完
全
着
用
な
ど
安
全
操
業
へ

の
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
技
術
も
、
自
身
の
安
全
と
家
族

を
守
る
た
め
、
今
後
の
検
討
材
料
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
安
全
な
漁
業
操
業
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

表紙の言葉
「浜坂県民サンビーチ」（新温泉町）

No.718   August. 2016

	 ２	 ようそろ
	 ３	 農林水産施策の推進に係る政策提案会
	 ４	 ＪＦ兵庫漁連・ＪＦ兵庫信漁連	新会長就任挨拶
	 	 ＪＦ兵庫漁連・ＪＦ兵庫信漁連・兵庫県漁業共済組合役員
	 ５	 ＪＦ全漁連	岸会長と意見を交わす
	 	 国際協同組合デー兵庫県記念大会
	 ６	 学校給食と漁業について	川越組合長講演
	 	 漁業について学ぶ“県内協同組合若手職員交流会”
	 ７	 摂津播磨地区漁青連消費流通検討交流会
	 	 但馬地区漁青連グループリーダー夏期研修会
	 ８	 平成28年度	淡路地区漁協青壮年部視察研修会
	 ９	 農業×漁業の若手組織連携プロジェクト
	 	 マガキの天然採苗にチャレンジ
	 10	 兵庫県水産会館で避難訓練
	 	 海難事故をなくそう
	 11	 兵庫JCC通信
	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

Ａ
Ｉ
Ｓ
は
ご
存
知
で
す
か
？

公
益
財
団
法
人 

ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
洋
保
全
部
長
兼
海
洋
保
全
課
長　

永 

山　

博 

敏

　ユネスコに指定された山陰海岸ジオパークの地域内にあ
り、名勝但馬御火浦の狭間、鬼門埼の西に広がる浜坂県
民サンビーチ。
　「松の庭」と呼ばれる松林とともに残るこの浜は、人気
の海水浴場・キャンプ場として知られ、日本の白砂青松
100選に選ばれています。
　自然岩が残る海岸と砂浜、松林が織りなす景観のもと、
訪れた多くの人を楽しませてくれる美しい海岸は地域の財
産です。
　いつまでも残していきたいですね。



3 拓水718号（2016年８月）

　
県
の
翌
年
度
予
算
や
重
要

施
策
に
系
統
団
体
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
平
成

28
年
度
農
林
水
産
施
策
の
推

進
に
係
る
政
策
提
案
会
」（
兵

庫
県
主
催
）
が
、
７
月
25
日

（
月
）神
戸
市
中
央
区
の
ひ
ょ

う
ご
女
性
交
流
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
水
産
業
界
か
ら

水
産
施
策
の
提
案
が
行
わ
れ

る
同
会
に
は
、
県
幹
部
を
は

じ
め
、
系
統
団
体
か
ら
多
数

の
関
係
者
が
出
席
し
、毎
年
、

こ
の
時
期
に
開
か
れ
て
い
ま

す
。

　
冒
頭
、
兵
庫
県
農
林
水
産

局 

藤
澤 

崇
夫
局
長
は
「
行

政
と
水
産
系
統
団
体
が
一
つ
と
な
っ
て

実
現
し
た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
一
部
改
正
を
実
り
あ
る
も
の
に
す

る
べ
く
、
栄
養
塩
の
管
理
を
進
め
、
資

源
の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

改
選
に
よ
り
、
系
統
団
体
の
役
員
体
制

が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
で
、
今
一
度
、

県
と
水
産
業
界
と
の
連
携
を
強
化
し
、

兵
庫
の
水
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
兵
庫
水
産
政

策
協
議
会
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

田
沼 

政
男
会
長
は
「
前
任
の
山
田

会
長
の
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
豊
か
な
漁

場
再
生
と
更
な
る
漁
業
の
発
展
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
漁
船
リ
ー

ス
事
業
導
入
は
、
漁
業
者
の
将
来
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

予
算
の
都
合
上
、
広
く
円
滑
な
事
業
利

用
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。
県
に
お

い
て
も
国
へ
の
予
算
拡
充
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 
突
々 

淳
専
務
よ
り
「
浜
の
活
力
の
再
生
に
つ

い
て
」、「
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た

具
体
的
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
県

産
水
産
物
の
価
値
向
上
・
需
要
拡
大
に

つ
い
て
」
な
ど
の
７
項
目
を
重
点
的
に

提
案
し
、こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、

県
幹
部
と
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
兵
庫
水
産
政

策
協
議
会
委
員
に
よ
る
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

平成28年度 農林水産施策の推進に係る政策提案会 開催

要
望
事
項

⑴　

浜
の
活
力
の
再
生
に
つ
い
て

① 

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実
践
、「
広

域
浜
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
実
践
に
係
る
県

か
ら
の
ご
指
導

② 

「
強
い
水
産
業
づ
く
り
交
付
金
」（
国
事
業
）

と
「
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備

事
業
」（
国
事
業
）、「
ノ
リ
競
争
力
強
化

対
策
」（
国
事
業
）、「
漁
業
経
営
構
造
改

善
事
業
」（
県
事
業
）
の
予
算
拡
充
と
運

用
改
善

③ 

「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
」（
国
事
業
）

の
予
算
拡
充
と
運
用
改
善

⑵�　

豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た
具
体
的
施

策
の
推
進
に
つ
い
て

① 

「
ダ
ム
や
堰
に
溜
ま
っ
た
土
砂
を
海
へ
供

給
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
の
検
討
・
実
施

② 

「
海
砂
の
供
給
の
観
点
で
有
効
な
漁
場
改

善
対
策｣

の
検
討
・
実
施

③ 

「
大
阪
湾
奥
部
の
停
滞
水
域
の
解
消
」
に

向
け
た
検
討
・
実
施

④ 

「
栄
養
塩
と
漁
獲
量
の
関
連
性
に
関
す
る

知
見
収
集
」
と
「
下
水
処
理
場
等
の
栄
養

塩
管
理
運
転
の
推
進
」

⑶�　

県
産
水
産
物
の
価
値
向
上
・
需
要
拡
大

に
つ
い
て

① 

「
県
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
へ
の
協
力
」
並
び
に
「
流
通
販
売
拠
点

の
強
化
に
対
す
る
支
援
」

② 

「
学
校
給
食
と
し
て
地
元
水
産
物
が
提
供

さ
れ
る
た
め
の
支
援
」

③ 

「
学
校
授
業
に
お
け
る
地
元
漁
業
の
体
験

学
習
や
地
元
水
産
物
を
用
い
た
料
理
教

室
」
の
推
進

⑷　

漁
船
の
確
保
に
つ
い
て

① 

「
漁
船
リ
ー
ス
事
業
（
水
産
業
競
争
力
強

化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業
）」（
国
事
業
）

と
「
漁
船
リ
ー
ス
事
業
（
漁
業
施
設
貸
与

事
業
）」（
県
事
業
）
の
予
算
拡
充

② 

「
機
器
導
入
事
業
（
競
争
力
強
化
型
機
器

等
導
入
緊
急
対
策
事
業
）」（
国
事
業
）
の

予
算
拡
充
と
運
用
改
善

③ 

「
水
産
業
競
争
力
強
化
金
融
支
援
事
業
」

（
国
事
業
）
の
予
算
拡
充

⑸　

漁
業
の
担
い
手
の
育
成
確
保
に
つ
い
て

① 

「
新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事
業
」（
国

事
業
）
と
「
漁
業
就
業
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
支
援
事
業
」（
県
事
業
）
の
予
算

拡
充

⑹　

燃
油
高
騰
対
策
等
に
つ
い
て

① 

「
効
率
的
な
操
業
体
制
の
確
立
支
援
事
業
」

（
国
事
業
）
の
継
続
と
「
漁
業
経
営
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
」（
国
事
業
）

の
更
な
る
運
用
改
善

② 

「
農
林
漁
業
用
Ａ
重
油
に
か
か
る
石
油
石

炭
税
の
免
税
・
還
付
措
置
」
の
恒
久
化

③ 

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
課
税
に
関

す
る
還
付
措
置
」
の
恒
久
化

⑺　

救
命
胴
衣
の
着
用
推
進
に
つ
い
て

―
 

平
成
29
年
度 

政
策
提
案
の
内
容 ―
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※ ６月に行われました３団体総会（既報：拓水№717）の後、ＪＦ兵庫漁連・ＪＦ兵庫信漁連・兵庫県漁業
共済組合の役員が決まりましたのでお知らせいたします。

ＪＦ兵庫漁連 ＪＦ兵庫信漁連 兵庫県漁業共済組合

理　
　
事

田沼 政男代表理事会長 （ＪＦ林崎）
東根 　壽副会長理事 （ＪＦ淡路島岩屋）
突々 　淳専務理事 （員外）
中谷 義昭理事 （ＪＦ神戸市）
戎本 裕明理事 （ＪＦ明石浦）
中川 照央理事 （ＪＦ室津）
漣　 勝也理事 （ＪＦ室津浦）
前田 若男理事 （ＪＦ福良）
村瀬 晴好理事 （ＪＦ但馬）
川越 一男理事 （ＪＦ浜坂）

中川 照央代表理事会長 （ＪＦ室津）
村瀬 晴好副会長理事 （ＪＦ但馬）
里　 昭彦専務理事 （員外）
中谷 義昭理事 （ＪＦ神戸市）
田沼 政男理事 （ＪＦ林崎）
岡田 武夫理事 （ＪＦ坊勢）
大河 　優理事 （ＪＦ赤穂市）
東根 　壽理事 （ＪＦ淡路島岩屋）
前田 若男理事 （ＪＦ福良）
川越 一男理事 （ＪＦ浜坂）

川越 一男組合長理事 （ＪＦ浜坂）
前田 若男副組合長理事 （ＪＦ福良）
石原 満専務理事 （員外）
田沼 政男理事 （ＪＦ林崎）
社領 　弘理事 （ＪＦ一宮町）
中川 照央理事 （ＪＦ室津）
村瀬 晴好理事 （ＪＦ但馬）
東根 　壽理事 （ＪＦ淡路島岩屋）
磯田 和志理事 （ＪＦ但馬）
中谷 義昭理事 （ＪＦ神戸市）

監　
　
事

小溝 政二代表監事 （ＪＦ育波浦）
高瀬 博文監事 （常勤監事）
中村 利公監事 （ＪＦ家島）
島田 正彦監事 （員外）

橋本 幹也代表監事 （ＪＦ江井ヶ島）
磯田 和昭監事 （常勤監事）
杉谷 富弘監事 （ＪＦ湊）
清水 浩幸監事 （員外）

岡田 光司代表監事 （ＪＦ仮屋）
山本 章等監事 （ＪＦ西二見）
島田 正彦監事 （員外）

（順不同）

　
こ
の
度
、
兵
庫
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
山
田
前
会
長
の
功

績
と
、託
さ
れ
た
課
題
を
前
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
改
正
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
が
実

り
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み
も
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
漁
業
者
の
生
活
を
守
る
た
め
、
豊
か
な
兵
庫
の
海

の
再
生
を
成
し
遂
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
燃
油
価
格
は
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
い
ま
す
が
、

世
界
情
勢
の
不
安
定
な
中
で
、
い
つ
何
時
激
し
く
変
動
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
燃
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
、
安
心
し
て
漁
家
経
営
を
営
め
る
よ
う
国
へ

の
要
請
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
28
年
度
の
国
の
事
業
と
し
て
、
漁
船
の
船

齢
の
高
齢
化
を
解
消
し
、
水
産
業
の
競
争
力
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
事

業
」が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
の
円
滑
な
実
施
の
た
め「（
一
社
）

兵
庫
県
漁
船
リ
ー
ス
協
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
一
人
で
も

多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
事
業
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
本
会
は
昭
和
51
年
の
３
漁
連
合
併
か
ら
40
年
を
迎
え
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
漁
業
者
を
力
強
く
支
え
続
け

る
組
織
」
を
目
指
し
、
役
職
員
一
同
が
結
束
し
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
て
は
よ

り
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

代
表
理
事
会
長　

田 

沼  

政 

男

❖  新 会 長 就 任 のご 挨 拶  ❖

　
信
漁
連
の
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
中
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
信
漁
連
に
お
き
ま
し
て
は
、

来
年
４
月
の
和
歌
山
信
漁
連
と

の
合
併
に
向
け
て
の
万
全
の
準

備
と
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
兵
庫
県
と
し
て
や
る
べ
き
課
題
の

整
理
、
ま
た
、
漁
船
リ
ー
ス
事
業
等
国
・
県
の
助
成
を
伴
う

各
種
事
業
へ
の
円
滑
な
金
融
対
応
等
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
に
、
会
長
と
い
う
大
役
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
の
責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
私
は
、
一
漁
業
者
と
し
て
、
つ
い
先
日

ま
で
沖
に
出
て
漁
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
信
漁
連

の
業
務
で
あ
る
金
融
に
つ
い
て
は
、
素
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
信
漁
連
の
常
勤
会
長
と
し
て
、
漁
業
者
の

目
線
か
ら
、
信
漁
連
が
、
真
に
会
員
及
び
漁
業
者
等
利
用
者

の
皆
様
方
に
喜
ん
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る「
浜
の
金
融
機
関
」

を
目
指
し
、
役
職
員
一
同
と
一
丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
つ
と

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

代
表
理
事
会
長　

中 

川  

照 

央
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７
月
１
日
（
金
）、
Ｊ
Ｆ

全
漁
連 

岸 

宏
会
長
は
参
議

院
選
挙
応
援
の
た
め
、
兵

庫
県
水
産
会
館
（
明
石
市
）、

Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
お
よ
び

Ｊ
Ｆ
育
波
浦
（
と
も
に
淡

路
市
）
を
訪
問
さ
れ
た
際
、

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
が
進
め
る
“
浜

プ
ラ
ン
”
や
“
漁
船
リ
ー
ス

事
業
”
等
に
つ
い
て
、
各
Ｊ

Ｆ
・
系
統
団
体
の
役
職
員
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
、
岸
会
長
は

「
日
本
列
島
は
お
お
よ
そ
３ 

５
、０
０
０
キ
ロ
の
海
岸
線
に
６
、３
０
０
の
集
落
が
あ

る
。
全
国
に
約
27
万
隻
の
漁
船
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
算

す
る
と
１
３
０
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
一
隻
、
船
が
浮
か
ぶ
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本
の
領
土
の
保
全
に
も
繋
が
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
漁
業
が
担
う
重
要
な
役
割
を
、
漁
業
者

は
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
漁
船
エ
ン
ジ
ン
の
換

装
、
船
の
建
造
お
よ
び
燃
油
対
策
な
ど
補
助
事
業
の
仕
組

み
は
整
っ
た
。
更
に

多
く
の
漁
業
者
が

利
用
で
き
る
よ
う
、

５
年
間
で
１
千
億

円
の
予
算
確
保
を

目
指
し
た
い
。
そ
し

て
、
漁
業
者
は
漁
業

の
進
む
べ
き
道
、
方

向
性
を
示
す
“
浜
プ

ラ
ン
“
に
積
極
的
に

取
組
む
こ
と
で
、
国

に
漁
業
者
が
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と

を
見
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
熱

い
想
い
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
漁
業

者
か
ら
は
、
漁

船
リ
ー
ス
事
業

や
機
器
導
入
事

業
に
対
し
て

「
多
く
の
申
請

が
あ
る
と
考
え

る
が
予
算
は
足

り
る
か
」、
ま

た
「
漁
家
経
営

を
計
画
的
に
進

め
る
に
は
、
確

実
に
手
当
さ
れ

る
方
が
、
補
助

率
が
下
が
っ
て

も
安
定
的
に
事

業
を
利
用
で
き

る
」
と
い
っ
た

質
問
が
あ
り
、

岸
会
長
は
「
事

業
を
基
金
化
す

る
こ
と
で
多
く

の
方
々
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
。
事
業
期
間
を
５
年
間
に
設
定
し
、
１
／

２
補
助
を
守
り
た
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
漁
業

者
か
ら「
資
源
管
理
の
観
点
か
ら
瀬
戸
法
改
正
に
よ
る
湾・

灘
の
取
組
み
を
強
化
す
る
が
、
淡
路
市
山
間
部
に
大
規
模

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
山
肌
に
日

が
さ
し
こ
ま
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
“
漁
業
者
の
森

づ
く
り
”
活
動
に
水
を
差
す
こ
と
に
な
る
。
対
策
を
急
が

れ
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
で
終

始
盛
ん
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

岸
会
長
と
意
見
を
交
わ
す

　

～
県
内
３
カ
所
で
熱
心
な
議
論
～

ＪＦ淡路島岩屋にて記念撮影（写真提供：ＪＦ全漁連）

多くの系統団体役職員が集まりました（水産会館にて）

　
７
月
第
１
土
曜
日
の
国
際
協
同

組
合
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
「
国
際
協
同
組
合
デ
ー

兵
庫
県
記
念
大
会
」
は
今
年
で
94

回
目
を
数
え
ま
す
。
７
月
１
日

（
金
）、
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
（
兵
庫
県
協

同
組
合
連
絡
協
議
会
）
主
催
に
よ

る
同
大
会
が
神
戸
市
内
で
開
催
さ

れ
、
関
係
者
約
３
０
０
人
が
集
ま

る
な
か
、
協
同
組
合
運
動
の
前
進

を
誓
い
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
記
念
式
典
で
は
、
Ｊ

Ａ
兵
庫
中
央
会 

石
田 

正
会
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
「
人・モ
ノ・

金
の
動
き
が
活
発
化
し
、
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
な
か
、
地
に
足
の

つ
い
た
協
同
組
合
運
動
に
今
後
も

力
を
入
れ
て
い
く
」
と
挨
拶
を
さ

れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
に
続
き
、

コ
ー
プ
こ
う
べ 

岡
本 

孝
子
理
事

に
よ
る
「“
協
同
組
合
は
地
域
・

社
会
に
貢
献
で
き
る
か
”
を
テ
ー

マ
に
、
協
同
組
合
間
協
同
の
連
携

関
係
を
継
続
さ
せ
る
取
組
み
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
、“
協
同
の
力
で

未
来
を
拓
く
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

一
層
努
力
し
て
い
く
」
と
し
た
兵

庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
宣
言
は
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
記
念
講
演
で
は
「
協

同
（
人
の
つ
な
が
り
）
の
力
で
地

域
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
！
～

兵
庫
の
協
同
組
合
に
期
待
し
て

い
ま
す
～
」
と
題
し
、
山
崎 

亮

氏
（studio-L

代
表
）
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
造
を
進

め
て
こ
ら
れ
た
山
崎
氏
は
、
多
く

の
事
例
を
紹
介
さ
れ
た
の
ち
「
人

は
正
し
い
こ
と
以
外
に
楽
し
さ
が

な
い
と
動
か
な
い
。
理
論
で
な
く

感
性
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
大
事
。
人
と

繋
が
る
方
法
は
沢
山

あ
る
が
、
直
接
出
向

い
て
顔
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で

協
同
組
合
は
も
っ
と

良
く
な
る
の
で
は
」

と
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
と

協
同
組
合
の
融
合
に

期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

第94回 国際協同組合デー兵庫県記念大会 開催される

ＪＦ育波浦にて記念撮影（写真提供：ＪＦ全漁連）

会場には大勢の関係者が詰めかけました

様々な事例を分かりやすく紹介された山崎氏
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
は
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う

べ
よ
り
「
協
同
組
合
間
協
同
の
連
携
・
強
化
を
図

る
た
め
、
県
内

の
協
同
組
合
の

若
手
職
員
同
士

の
交
流
会
」
の

開
催
提
案
を
受

け
、
７
月
４
日

（
月
）
に
「
県

内
協
同
組
合
若

手
職
員
交
流

会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
集

ま
っ
た
の
は
、

コ
ー
プ
こ
う
べ
、
県
内
４
Ｊ
Ｆ
の
職
員
、
関
係
者

な
ど
約
30
名
で
、Ｊ
Ｆ
明
石
浦
で
の
セ
リ
見
学
や
、

兵
庫
県
水
産
会
館
で
、
協
同
組
合
間
の
組
織
、
業

務
の
内
容
な
ど
の
違
い
を
認
識
し
、
意
見
を
交
わ

す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
担
当
者
は
漁
場
環
境
に

つ
い
て
話
し
た
ほ
か
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
協
働
で
行
う
地
魚
普
及
の
取
組
み
を
紹
介

し
、「
様
々
な
協
同
組
合
が
集
ま
り
、
協
同
組
合

間
協
同
と
し
て
現
場
レ
ベ
ル
で
進
め
る
こ
と
が
出

来
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

研
修
終
了
後
も
熱
心
に
話
し
合
う
参
加
者
の
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
21
日

（
木
）、
新
温
泉

町
立
浜
坂
中
学

校
に
隣
接
す
る

新
温
泉
町
役
場

浜
坂
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
但
馬
学
校

給
食
研
究
協
議

会
の
講
演
会
が

あ
り
、
Ｊ
Ｆ
浜

坂 

川
越 

一
男

組
合
長
は
、
会

場
に
集
ま
っ
た

学
校
給
食
に
携
る
教
員
ら
約
１
３
０
人
を
前
に
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
地
元
の
食
材
と
漁
業
の
関
わ
り 
そ
の
魅
力
を
伝
え

る
」
と
題
し
た
講
演
で
、
川
越
組
合
長
は
浜
坂
の
漁
業
や

魚
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、「
兵
庫
の
魚
食

文
化
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
」「
食
生
活

に
兵
庫
の
食
材
の
割
合
を
高
め
る
」「
兵
庫

の
漁
業
を
支
え
て
も
ら
う
た
め
の
意
識
醸

成
」
と
い
っ
た
目
標
を
掲
げ
て
同
Ｊ
Ｆ
が

行
う
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
の
料
理
教
室
や

地
元
小
学
校
へ
の
食
材
提
供
な
ど
の
取
組

み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
給

食
に
つ
い
て
は
「
近
年
は
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
、
美
味
し
い
給
食
を
提
供
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
、
今
後
、
魚

の
規
格
や
数
量
確
保
に
つ
い
て
調
整
は
難

し
い
け
れ
ど
も
、
地
元
産
の
魚
を
使
っ
て

頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
締
め
く

く
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。

漁
業
に
つ
い
て
学
ぶ

　
“
県
内
協
同
組
合
若
手
職
員
交
流
会
”
を
開
催

学校給食と漁業について
川越組合長が講演
　～但馬学校給食研究協議会にて～

自ら出向いて小学校で魚食普及に努める川越組合長

底曳船の説明を受ける参加者

有意義な意見交換の場となりました
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摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合

会
（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
、
関
西

学
院
大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教
授
の
ゼ
ミ
生
と

の
交
流
を
平
成
25
年
か
ら
続
け
て
お
り
、
今
年
も

「
消
費
流
通
検
討
交
流
会
」
と
題
し
て
７
月
９
日

（
土
）、
明
石

市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　
田
和
教
授

と
ゼ
ミ
生
ら

17
名
と
、
初

め
て
参
加

し
た
但
馬
地

区
漁
協
青
壮

年
部
連
合

会 

山
中 

康

正
会
長
を
は

じ
め
と
す
る

部
員
・
事
務

局
の
６
名

は
、
ま
ず
Ｊ

Ｆ
明
石
浦
の

セ
リ
を
見
学

し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ｆ
業
務

部 

宮
部 

博

行
部
長
か
ら

説
明
を
受
け

た
後
、
入
札

業
者
と
同
じ

目
線
で
見
る

こ
と
が
出
来

る
見
学
者
ス

ペ
ー
ス
か
ら

見
た
ゼ
ミ
生

ら
は
、
目
の

前
で
素
早
く
セ
リ
落
と
し
て
い
く
光
景
に
驚
い
た

よ
う
で
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
カ
メ
ラ
に

収
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
水
産
会
館
に
移
動
後
、
自
分
達
の
昼
食

と
な
る
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
き
た
マ
ダ

コ
と
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
を
使
っ
た
料
理
を
完
成
さ
せ

て
、
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
兵
庫
の
漁
業
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
る
な
か
、
こ
の
日
参
加
し
た
Ｊ
Ｆ

浜
坂 

濱
根 

秀
樹
さ
ん
か
ら
日
本
海
の
漁
業
に
つ

い
て
も
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
縄
梯
子
の
作
製
に

挑
戦
し
、
部
員
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
作
業

を
進
め
、
完
成
と
と
も
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
交
流
会
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
、
大
学

生
協
へ
食
材
を
提
供
す
る
魚
食
普
及
活
動
「
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
」
の
取
組
み
は
、
今
年
か
ら
神

戸
大
学
も
含
め
た
県
内
６
大
学
生
協
と
の
協
同
組

合
間
連
携
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
ゼ
ミ

生
の
卒
業
論
文
作
成
へ
の
調
査
協
力
・
取
材
の
受

入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漁
業
や
海
に
関
す

る
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
ま
す
ま
す

交
流
の
輪
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

摂
津
播
磨
地
区
漁
青
連
が

消
費
流
通
検
討
交
流
会
を
開
催

　

～
関
学
生
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
～

但馬地区漁青連グループリーダー夏期研修会を開催
　～ホタルイカやハタハタに関する２講演も行われる～

セリの雰囲気を体験することが出来ましたタコ料理に挑戦するゼミ生を指導をする大西会長

　
但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年

部
連
合
会
（
山
中 

康
正

会
長
）
は
、
新
温
泉
町
の

ホ
テ
ル
で
「
平
成
28
年
度

但
馬
地
区
漁
青
連
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
夏
期
研
修

会
」
を
開
催
し
、
行
政
な

ど
の
関
係
者
も
合
わ
せ
て

約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
山
中
会
長
は
「
魚
食
普

及
活
動
は
、
青
壮
年
部
だ

け
で
は
難
し
い
の
で
、
今

後
は
各
女
性
部
や
系
統
団

体
と
一
緒
に
行
い
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
来
賓
の
県
但
馬
水
産

事
務
所
水
産
課 

大
石 

賢
哉
課
長
は
「
地

域
の
水
産
加
工
業
、
観
光
業
と
一
緒
に

な
っ
た
取
組
み
が
大
事
で
あ
る
」
と
今
後

の
同
漁
青
連
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
青
壮
年
部 

井
上 

慎
友
さ
ん
が
「
平
成
27
年
度
但
馬

漁
青
連 

技
術
視
察
研
修
報
告
」
と
題
し

て
、“
道
の
駅 

萩
し
ー
ま
ー
と
”、
萩
水

産
物
地
方
卸
売
市
場
、
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ

㈱
で
の
視
察
内
容
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
研
修
は
２
課
題
行
わ
れ
ま

し
た
。「
計
量
魚
群
探
知
機
を
使
っ
た
但

馬
沖
の
ホ
タ
ル
イ
カ
漁
場
の
探
索
」
と
題

し
た
研
修
で
は
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

西
川 

哲
也
上
席
研
究
員
が
、
漁
業
調
査
船

「
た
じ
ま
」
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
計
量
魚

群
探
知
機
を
用
い
た
ホ
タ
ル
イ
カ
漁
場
の

探
索
結
果
を
紹
介
し
、
魚
探
に
映
る
反
応

の
う
ち
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
も
の
だ
け
を
抽

出
す
る
方
法
そ
の
効
果
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
次
に｢

ハ
タ
ハ
タ
の
資
源
生
態
」

と
し
て
独
立
行
政
法
人 

水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー 

日
本
海
区
水
産
研
究
所 

藤
原 

邦
浩
氏
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
但
馬

地
区
漁
業
の
重
要
な
資
源
で
あ
る
ハ
タ
ハ

タ
の
生
態
等
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ

り
、
最
新
の
研
究
内
容
も
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

西川上席研究員の講義

ハタハタの話に耳を傾ける参加者
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淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山

崎 

大
輔
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
）
は
、

平
成
28
年
度
の
視
察
研
修
会
を
滋
賀
県
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
７
月
12
日
（
火
）
～
13
日
（
水
）
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
琵
琶
湖
の
環
境
保
全
に
関
す
る
取
組

み
や
、
エ
ン
ジ
ン
の
構
造
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
山
田
漁
業
協
同
組
合
と
滋
賀
県
水
産

振
興
協
会
（
と
も
に
草
津
市
）、ヤ
ン
マ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
長
浜
市
）
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
山
田
漁
協
で
は
、
南
湖
（
琵
琶
湖
は
人

間
で
言
う
「
く
び
れ
」
を
境
に
北
湖
と
南

湖
に
分
け
ら
れ
る
）
が
直
面
し
て
い
る
水

草
の
異
常
繁
茂
に
よ
る
漁
業
被
害
状
況
を

同
Ｊ
Ｆ 

横
江
組
合
長
か
ら
お
聞
き
し
ま

し
た
。
外
来
種
の
カ
ナ
ダ
モ
と
い
う
水
草

が
異
常
繁
茂
し
た
後
に
起
こ
る
湖
底
の
貧

酸
素
状
態
が
原
因
で
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
な
ど

の
漁
業
資
源
を
死
滅
さ
せ
て
い
る
と
の
説

明
を
受
け
た
後
、
船
上
か
ら
南
湖
の
沖
合

い
で
マ
ン
ガ
ン
を
使
用
し
た
水
草
除
去
を

見
学
し
ま
し
た
。
１
分
ほ
ど
曳
く
だ
け
で

マ
ン
ガ
ン
の
ツ
メ
が
一
杯
に
な
っ
た
水
草

の
量
に
参
加
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
水
産
振
興
協
会
で
は
、
鮒
ず
し

の
原
料
に
な
る
「
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
」
を
飼
育

す
る
水
槽
や
、
水
草
を
餌
と
す
る
「
ワ
タ

カ
」
の
孵
化
・
稚
仔
魚
の
飼
育
を
見
学
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
漁
業
対
象
で
な
い

ワ
タ
カ
を
、
水
草
異
常
繁
茂
の
対
策
と
し

て
飼
育
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
続
い
て
、
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
青
年
会 

中
村
会
長
か
ら
「
琵

琶
湖
の
漁
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
、
え
り
漁
業
（
小
型
定

置
網
）
や
小
糸
網
（
刺
網
）
な
ど
、

兵
庫
県
で
も
行
わ
れ
て
い
る
漁
法

の
他
、
あ
ゆ
沖
す
く
い
網
漁
（
船
舶

の
や
ぐ
ら
の
上
か
ら
ア
ユ
の
群
れ

を
探
し
て
追
い
か
け
、
追
い
つ
く
直

前
に
前
方
の
網
を
入
れ
て
掬
い
と

る
漁
法
）
な
ど
琵
琶
湖
特
有
の
漁
法

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
水
産
課 

漁
場
環

境
・
資
源
係 

久
米
氏
の
講
演
「
琵

琶
湖
の
環
境
に
つ
い
て
」

が
あ
り
ま
し
た
。
久
米
氏

は
「
北
湖
は
平
均
水
深
が

約
40
ｍ
だ
が
、
南
湖
は

平
均
水
深
が
５
ｍ
程
と
浅

い
。
そ
の
た
め
南
湖
で
は

セ
タ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
貝

類
が
沢
山
獲
れ
て
い
た

が
、
今
は
水
草
の
影
響
に
よ
り

ほ
と
ん
ど
獲
れ
て
い
な
い
。
現

在
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
湖
底

耕
耘
に
よ
る
水
草
の
除
去
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
湖
底
耕
耘
を

実
施
し
て
い
る
場
所
と
し
て
い

な
い
場
所
を
比
較
す
る
と
、
実

施
し
て
い
る
場
所
は
湖
底
で
の

貧
酸
素
状
態
の
改
善
が
見
ら
れ

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
に
訪
れ
た
ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
担
当
者
か
ら
ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
設
立
に
至
っ
た
経
緯
や
施
設
の
説

明
を
受
け
た
後
、
農
業
機
械
や
建
設
機
械

の
説
明
や
実
物
大
模
型
を
見
学
し
、
油
圧

シ
ス
テ
ム
の
原
理
、
エ
ン
ジ
ン
製
作
の
行

程
や
船
舶
の
ス
ク
リ
ュ
ー
の
構
造
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

（
文
： 

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

事
務
局
）

平成28年度 淡路地区漁協青壮年部視察研修会

ディーゼルエンジンについて学びました（ヤンマーミュージアム）

滋賀県漁青連 中村会長から講演がありました



　
伊
保
漁
協

水
産
研
究
会

（
大
西 

良
典

会
長
）で
は
、

今
年
度
か
ら

（
一
財
）
兵

庫
県
水
産
振

興
基
金
の
支

援
を
い
た
だ

き
、
兵
庫
県

立
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
と

普
及
員
の
指

導
の
も
と
、

マ
ガ
キ
の
天
然
採
苗
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
マ
ガ
キ
の
産
卵
時
期
は
６

～
８
月
で
、
水
温
23
～
25
℃
に
な
る
と

産
卵
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
孵
化
し
た
幼
生
は
浮
遊
生
活
を
経

て
付
着
生
活
に
入
り
ま
す
。
こ
の
た
め

付
着
生
活
に
入
る
直
前
の
成
熟
し
た
幼

生
が
多
く
見
ら
れ
る
と
き
が
、
採
苗
器

を
海
中
に
設
置
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な

り
ま
す
。

　
た
だ
問
題
は
ど
こ
に
付
着
器
を
設
置

す
る
か
で
す
。
カ
キ
の
浮
遊
幼
生
は
、

目
で
み
た
と
こ
ろ
で
、
わ
か
る
よ
う
な

大
き
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
に

入
っ
て
か
ら
は
、
採
苗
器
を
設
置
す
る

場
所
を
決
め
る
た
め
に
、
天
然
マ
ガ
キ

が
い
る
付
近
の
海
水
を
あ
ち
こ
ち
で
採

取
し
、
顕
微
鏡
で
浮
遊
幼
生
を
探
し
て

は
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
先
日
。
つ
い
に
付
着
生
活

に
入
る
直
前
の
成
熟
し
た
幼
生
が
た
く

さ
ん
い
る
場
所
を
発
見
し
、
採
苗
器
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

は
、当
初
の
予
測
と
異
な
り
、そ
の
日
、

た
ま
た
ま
「
見
て
み
よ
う
か
」
と
な
っ

た
場
所
で
、
こ
れ
は
か
な
り
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
当
研
究
会
で
は
マ
ガ
キ
の

試
験
養
殖
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

風
浪
を
遮
る
も
の
が
な
い
場
所
の
養
殖

方
法
に
一
定
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
天
然

採
苗
の
実
現
は
、
採
算
面
を
改
善
す
る

う
え
で
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
採
苗
器
を
設
置
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う

ど
１
週
間
。
さ
き
ほ
ど
見
て
き
た
と
こ

ろ
、
か
な
り
の
数
の
種
苗
が
確
認
で
き

ま
し
た
。“
果
た
し
て
、
順
調
に
育
つ

こ
と
が
で
き
る
の
か
”と
思
い
ま
す
が
、

期
待
の
方
が
大
き
い
で
す
。

（
文
：
伊
保
漁
業
協
同
組
合
水
産
研
究
会
）

マガキの天然採苗にチャレンジ
　～伊保漁協水産研究会の取組み～

浮遊幼生を探すメンバー

かなりの数の種苗を確認！期待したいです！
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淡
路
地
区
漁
協

青
壮
年
部
連
合

会
（
山
崎 

大
輔

会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路

島
岩
屋
）
は
、
洲

本
市
の
農
業
後
継

者
グ
ル
ー
プ
「
洲

本
市
農
業
青
年
会

議
」と
協
力
し
て
、

淡
路
島
の
農
水
産

物
Ｐ
Ｒ
や
食
の
楽

し
さ
を
伝
え
よ
う

と
、
家
庭
の
主
婦
ら
約
40
人
を
対
象
に
、
７
月

９
日
（
土
） 

淡
路
市
内
で
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
師
は
渡
邊 

直
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
由
良
町
）
が

務
め
、参
加
者
は
、真
鯛
の
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
、

タ
コ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
夏
野
菜
と
ワ
カ
メ
の

天
ぷ
ら
、
パ
エ

リ
ア
、
グ
ラ
タ

ン
と
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
に
学
び

ま
し
た
。
最
初

に
挑
戦
し
た
タ

イ
の
三
枚
お
ろ

し
で
は
、
講
師

の
包
丁
の
使
い

方
を
熱
心
に
学

ん
だ
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
上
手
に
捌
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
炊
い
て
食
べ
る
こ
と
が
多
い
ワ
カ
メ
の
茎

の
部
分
は
、
天
ぷ
ら
に
す
る
こ
と
で
、
普
段
と

違
っ
た
美
味
し
く
新
し
い
味
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
他
、
グ
ラ
タ
ン
作
り
で
は
、

炊
い
た
ご
飯
と
牛
乳
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
ホ

ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
と
い
う
方
法
が
披
露
さ

れ
、
参
加
者
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
出
来
あ
が
っ
た
様
々
な

料
理
に
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
淡
路

の
食
材
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
今
回
の
料
理
教
室

の
反
省
と
次
の
事
業
に
つ
い
て
の
打
合
せ
を
行

い
、
さ
ら
に
淡
路
島
の
食
材
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
活
動
へ
結
び
付
け
て
い
く
予
定
で
す
。

 

（
文
：
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
）

農
業
×
漁
業
の
若
手
組
織
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

～
淡
路
産
の
農
水
産
物
を
使
っ
た
料
理
教
室
～

淡路島産の食材で様々な料理が出来ました

親子で楽しく学びました
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
７
月
29
日
（
金
）、
兵
庫
県

水
産
会
館
に
勤
務
す
る
職
員
の

防
火
・
防
災
の
意
識
や
知
識
の

向
上
を
目
的
に
し
た
消
防
避
難

訓
練
が
、
明
石
市
消
防
署
の
指

導
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
、
館
内
に
火
災
警

報
装
置
の
ベ
ル
の
音
が
鳴
り
響

き
わ
た
る
と
、
各
団
体
の
消
防

担
当
職
員
に
よ
る
速
や
か
な
避

難
誘
導
が
あ
り
、
館
外
へ
の
退

避
は
想
定
時
間
内
で
完
了
し
ま

し
た
。
併
せ
て
水
消
火
器
を

使
っ
た
実
習
も
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
水
産
会
館
会
議
室

に
て
、
緊
急
時
に
適
切
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
目
指
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
会
が
あ
り
、
署
員
か
ら
の

説
明
を
受
け
た
参
加
者
は
人
形

を
使
っ
た
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
め
て
講
習
を
受
け
る
職

員
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
皆
、

真
剣
な
表
情
で
実
習
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
防
災

意
識
を
持
ち
、
慌
て
ず
行
動
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し

た
よ
う
で
す
。

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

固型式ライフジャケットはメンテナンスの手間がなく、最近は動
きやすいように工
夫されています。
なお、着用の際は
体にあったサイズ
を選ぶか、金具等
を調整して使用し
ましょう。

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、

ライフジャケットを着用してください。

海難事故をなくそう！

固型式ライフジャケット
モデル：ＪＦ兵庫漁連総務部 岡田 早生さん モデル：ＪＦ兵庫漁連指導部 岡田 竜幸さん

兵
庫
県
水
産
会
館
で
避
難
訓
練
実
施

　

～
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
も
併
せ
て
行
う
～

浮力は
十分あり！

消火器の使用体験の様子AEDの使用方法を学ぶ貴重な場となりました
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　兵庫労働共済生活協同組合では、組合員の保

障相談をおこなう窓口として神戸・尼崎・姫路の

３店舗に加えて、三宮センタープラザ内に兵庫県

下４店舗目となる全労済三宮センタープラザ店を

OPENしました。

　店内には飲み物サービスや車いす専用スペース

を備えており、組合員が落ち着いて保障相談でき

る環境を目指しています。６名の店舗スタッフは、

笑顔で丁寧な対応を心がける事、組合員目線での

保障相談をおこなう事、保障の生協として組合員

とより長くつながり続ける事をモットーに、組合

員の保障相談をおこなっています。

　また、新たに組合員になっていただく方を増や

していくため、組合員からの紹介活動、インター

ネット・折込チラシ等の広告宣伝活動を積極的に

展開しています。

　なお、現在の営業時間は平日10時～17時です

が、８月からは土曜日営業（予約優先）もおこな

う予定です。

　ＪＡ共済連兵庫は、地域の情報を発信するラジ

オ番組「ＪＡ共済 presents 近藤夏子のサンキュー

サンデー」の放送を６月５日から開始しました。

　同番組は、パーソナリティの近藤夏子さんがJA

と地域とのつながりから生まれる「地域ならでは

の情報」や「生産者の熱意」などを、インタビュー

形式で届けます。

　６月はＪＡあかし、ＪＡ加古川南、７月はＪＡ

兵庫みらいの生産者が紹介されました。8月に放

送するＪＡたじまでの収録では「たじまピーマン」、

特別栽培米コシヒカリ「コウノトリ育むお米」、但

馬牛の生産者やファーマーズマーケット「たじま

んま」が取材されました。９月以降に紹介される 

ＪＡは次の通りです。

　９月　ＪＡ兵庫西　　　２月　ＪＡ淡路日の出

　10月　ＪＡ丹波ささやま　３月　ＪＡハリマ、Ａあいおい

　11月　ＪＡ丹波ひかみ　４月　ＪＡみのり

　12月　ＪＡ兵庫南　　　５月　ＪＡ兵庫六甲

　１月　ＪＡあわじ島　　

　ラジオ関西（558kHz、豊岡1395kHz）で毎週

日曜の午前９時30分～９時59分に放送。収録の

様子を、ラジオ関西のホームページで見ることが

できます。

ＪＡ共済presents
地域・農業活性化ラジオ番組

好評放送中！

全労済 
三宮センタープラザ店

６月OPEN

全労済 三宮センタープラザ店パーソナリティーの近藤さん（右）のインタビューに答える生産者
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◆
日
本
は
蝉
（
セ
ミ
）の
宝
庫
と
い
わ
れ
、
32
種
４
亜
種
が
生
息
し
て
い
る
。

セ
ミ
は
南
方
系
の
虫
で
大
部
分
は
南
西
諸
島
に
お
り
、
近
辺
で
は
ニ
イ
ニ
イ

ゼ
ミ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
ク
マ
ゼ
ミ
・
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
ヒ
グ
ラ
シ
・
ツ
ク
ツ

ク
ボ
ウ
シ
の
六
種
が
知
ら
れ
る
。
筆
者
の
庭
で
は
ク
マ
ゼ
ミ
が
生
け
垣
の
マ

サ
キ
か
ら
出
て
羽
化
す
る
。
昨
年
は
七
十
匹
を
超
す
セ
ミ
が
羽
化
し
た
の
が
、

残
し
た
抜
け
殻
で
判
る
。
数
匹
が
裏
口
の
網
戸
で
羽
化
し
戸
締
り
時
に
困
っ

た
。
羽
化
は
一
時
間
と
少
し
掛
か
り
、
羽
化
直
後
は
淡
い
緑
色
を
帯
び
て
宝
石

の
よ
う
に
美
し
く
、
大
切
に
し
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
。
画
帳
へ
の
ス
ケ

ッ
チ
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

◆
あ
た
り
が
暗
く
な
る
と
、
セ
ミ
の
幼
虫
（
蛹
）が
地
中
か
ら
這
い
出
し
、
手

近
な
樹
の
幹
や
枝
に
登
る
。
直
ぐ
羽
化
が
始
ま
る
。
背
中
が
割
れ
て
デ
ン
グ
リ

返
り
の
形
で
ブ
ラ
下
が
る
が
、
こ
の
時
に
幹
や
枝
に
シ
ッ
カ
リ
掴
ま
っ
て
い

な
い
と
落
下
す
る
。
柔
ら
か
な
時
に
少
し
で
も
障
り
が
あ
る
と
、
羽
が
旨
く
伸

び
ず
に
飛
べ
な
く
な
る
。
な
か
に
は
ド
ジ
な
の
が
お
り
、
毎
年
何
匹
か
が
失
敗

し
て
骸
を
晒
す
。
ま
た
、
天
敵
の
ヒ
ヨ
ド
リ
に
も
狙
わ
れ
る
。
セ
ミ
は
雄
し
か

鳴
か
な
い
。古
代
ギ
リ
シ
ア
詩
人
は『
蝉
は
幸
せ
だ
、沈
黙
の
妻
を
持
つ
か
ら
』

と
謳
っ
た
が
、
こ
の
夏
に
羽
化
し
た
ク
マ
ゼ
ミ
は
「
沈
黙
の
妻
」に
巡
り
会
え

た
か
ど
う
か
…
。

◆
蝉
し
ぐ
れ
の
頃
。
八
月
十
三
日
夕
刻
か
ら
十
六
日
早
暁
に
か
け
て
降
る
雨

を
、
九
州
南
部
地
方
で
「
御
精
霊
雨
」と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
時
期
が
月
遅
れ

の
盆
だ
か
ら
、
最
も
精
霊
が
満
ち
溢
れ
る
。
六
日
に
広
島
、
九
日
に
長
崎
で
原

子
爆
弾
の
た
め
多
数
の
人
が
亡
く
な
り
、
十
五
日
は
終
戦
記
念
日
で
慰
霊
の

祭
祀
が
続
く
。
天
に
も
地
に
も
精
霊
が
満
ち
満
ち
て
雨
が
降
る
。
九

州
の
そ
の
地
方
で
は
盆
に
帰
っ
て
く
る
先
祖
の
霊
を
、
御
精
霊
サ

マ
と
呼
び
丁
重
に
迎
え
て
供
養
を
行
っ
た
と
い
う
が
、
昭
和
四
十

年
半
ば
に
は
過
疎
と
な
り
、
集
落
も
棚
田
も
無
く
な
っ
た
そ
う
で
、

御
精
霊
雨
も
幻
と
消
え
て
仕
舞
っ
た
。
山
電
松
江
海
岸
駅
の
周
辺

に
桜
樹
が
数
本
あ
り
、
盛
ん
に
セ
ミ
時
雨
を
聞
か
せ
て
い
る
。
戦
病

死
し
た
父
を
思
う
。

◆
秋
の
暮
れ
に
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
き
始
め
る
。
木
に
生
み
付
け
ら
れ

た
セ
ミ
の
卵
は
、
翌
年
の
夏
に
孵
化
、
そ
の
後
丸
五
年
も
地
下
に
潜

っ
て
七
年
目
に
成
虫
に
な
る
。
約
十
日
の
間
に
配
偶
者
を
探
し
て

懸
命
に
鳴
く
。
ヒ
グ
ラ
シ
の
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
は
妙
に
寂
し
く
聞
こ

え
る
。
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
は
秋
遅
く
ま
で
鳴
い
て
、
や
が
て
秋
風
と

共
に
消
え
て
仕
舞
う
。
生
物
季
節
資
料
で
は
、
夏
の
初
鳴
き
前
線
は

南
か
ら
北
へ
と
動
く
が
、
秋
の
前
線
パ
タ
ー
ン
は
北
か
ら
南
へ
と

移
行
す
る
。
ヒ
グ
ラ
シ
は
６
月
中
旬
に
北
海
道
で
鳴
き
始
め
、
８
月

始
め
九
州
中
部
で
鳴
く
が
、
こ
こ
数
年
は
鳴
き
始
め
が
早
く
な
っ

た
と
か
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
蝉
は
哀
愁
が

漂
い
「
抜
け
殻
に 

並
び
て
死
ぬ
る 

秋
の
蝉
／
丈
草
」と
あ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

蝉しぐれ

女
郎
花
に
紅
し
じ
み

　
７
月
の
大
輪
田
塾
は
12
日（
火
）

と
26
日
（
火
）
の
２
回
開
講
さ
れ

ま
し
た
。

　
12
日
は
「
水
協
法
概
要
」
で
、

県
水
産
課
漁
政
班 

眞
鍋 

厚
班

長
、
都
倉 

由
樹
主
査
か
ら
、
水

協
法
の
内
容
や
成
り
立
ち
の
ほ

か
、
協
同
組
合
の
歴
史
や
性
格
な

ど
も
含
め
た
幅
広
い
内
容
で
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

　
26
日
は
２
講
座
が
あ
り
ま
し

た
。「
漁
船
保
険
制
度
の
現
状
と

今
後
」
で
は
、
兵
庫
県
内
海
漁

船
保
険
組
合 

沢
辺 

義
典
専
務
か

ら
、
漁
船
保
険
制
度
の
歴
史
的
背

景
、
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
来
年
４
月
の
全
国
統
合

に
向
け
て
進
ん
で
い
る
合
併
団
体
に
つ
い
て
も
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、「
水
産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
～
全
海
水
の
取
組
み
か

ら
学
ぶ
～
」
と
題
し
た
講
座
で
は
、（
一
社
）
全
国
海
水
養
魚
協
会 

中

平 

博
史
専
務
か
ら
、
ロ
シ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
養
殖
魚
の
輸

出
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
何
が
求
め
ら
れ
、
誰
に
提
案
し
、

価
値
を
如
何
に
届
け
る
の
か
」
と
の
考
え
を
基
に
行
わ
れ
た
現
地
調
査

の
手
法
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
塾
生
は
水
産
物

の
輸
出
の
可
能
性
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
、
最
後
ま
で
熱
心
に
聴
講

す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
は
２
日
間
、
３
講
座
の
開
講

水協法概要の様子（12日）塾生との対話から始まった中平専務の講義（26日）

漁船保険制度について学びました（26日）
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